
 

簡易検査実施の判断基準表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 科 種 対応レベル１ 対応レベル２ 対応レベル３ 重点区域

カモ目 カモ科 ヒシクイ

マガン

シジュウカラガン

コクチョウ

コブハクチョウ

コハクチョウ

オオハクチョウ

オシドリ

ヒドリガモ

キンクロハジロ

カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ

カンムリカイツブリ

ツル目 ツル科 マナヅル

ナベヅル

チドリ目 カモメ科 ユリカモメ

オジロワシ

オオタカ

ノスリ

ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ

カモ目 カモ科 マガモ

オナガガモ

トモエガモ

ホシハジロ

スズガモ

タカ目 タカ科 オオワシ

クマタカ

フクロウ目 フクロウ科 フクロウ

タカ目 タカ科

簡易検査を実施する死亡羽数検査優先種

検
査
優
先
種
１

（
１
９
種

）

検
査
優
先
種
２

（
８
種

）

３羽
以上

２羽
以上

１羽
以上

１羽
以上

１羽
以上

１羽
以上

１羽
以上

１羽
以上



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 科 種 対応レベル１ 対応レベル２ 対応レベル３ 重点区域

カツオドリ目 ウ科 カワウ

ペリカン目 サギ科 アオサギ

トキ科 クロツラヘラサギ

カモ目 カモ科

カイツブリ目 カイツブリ科

コウノトリ目 コウノトリ科 コウノトリ

ツル目 ツル科

ツル目 クイナ科 オオバン

チドリ目 カモメ科

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ

タカ目 タカ科

フクロウ目 フクロウ科

ハヤブサ目 ハヤブサ科

スズメ目 カラス科 ハシボソガラス

ハシブトガラス

そ

の

他

の

種

簡易検査を実施する死亡羽数

カルガモ、コガモ等（検査優先種
１、２以外全種）

３羽
以上

タンチョウ等（検査優先種１、２
以外全種）

別　紙　２

５羽
以上

５羽
以上

トビ等（検査優先種１、２以外全
種）

コミミズク等（検査優先種２以外
全種）

検査優先種

５羽
以上

３羽
以上

３羽
以上

※検査優先種については、必ずしも感受性が高い種のみを選定しているわけではなく、発見しやす
　さや、海外や近縁種での感染例による予防的な選定等も含む。
※その他の種で、野鳥監視重点区域において３羽以上の死亡が見られた場合の他、感染確認鳥類の
　近くで死亡していた等、感染が疑われる状況があった場合には、１羽でも検査対象とする。
※検査優先種１及び検査優先種２の写真については、資料編「高病原性鳥インフルエンザにかかる
　検査優先種」参照。
※国内希少野生動植物種については、検査優先種か否かにかかわらず、その希少性を踏まえ、
  1羽から検査を実施する。

上記以外の鳥種すべて

チョウゲンボウ等（検査優先種１
以外全種）

５羽
以上

５羽
以上ウミネコ、セグロカモメ等（検査

優先種１、２以外全種）

検
査
優
先
種
３

ハジロカイツブリ等（検査優先種
１以外全種）


